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太平電業による第1回及び第2回新株予約権 

（サステナブルFITs）の割当てについて 

～第2回新株予約権は本邦初の「サステナブルトリガー型」～ 

 

 

野村證券株式会社（代表取締役社長:奥田健太郎、以下「当社」）は、太平電業株式会社（代表取締役

社長執行役員:野尻穣、以下「太平電業」）が2024年3月4日に発行する、行使価額修正条項付第1回及

び第2回新株予約権（サステナブルFITs※、以下「本新株予約権」）の割当てを受けることとなりました。 

 

第1回新株予約権の資金使途に関しては、国際資本市場協会（ICMA）が定めるグリーンボンド原則、

ソーシャルボンド原則、サステナビリティボンド・ガイドライン（以下総称して「原則類」）の特性に従うもの

である旨、第三者評価機関である株式会社日本総合研究所（以下「日本総研」）からサステナビリティイ

ンパクトレビューを取得しています。当該レビューでは、SDGsの目標やターゲットへの貢献についても評

価されています。 

 

第2回新株予約権は、本邦初の「サステナブルトリガー型」の新株予約権となります。これは、第2回新

株予約権の行使可能期間中に、資金使途であるグリーンプロジェクトの設備投資資金への充当の蓋然

性が高まり、かつ、当該使途に関して、原則類の特性に従うものである旨のサステナビリティインパクトレ

ビューを日本総研から取得した場合等に、第2回新株予約権の行使が可能となる仕組みであり、サステ

ナブル・ファイナンスの特徴と新株予約権の資金調達手法の柔軟性を組み合わせたファイナンス手法で

す。 

 

 

＜本新株予約権のイメージ＞ 

 

 



 

 

太平電業は、1947年の創立以来、国内外の火力・原子力発電所をはじめ、各種プラント・環境設備等

の建設・メンテナンス工事等をトータルにサポートしています。中期経営計画において、「社会構造の変

化に即応できる守りの経営」、「社会の発展に寄与する攻めの経営」、「新しい企業価値をもたらす共創

経営」を掲げ、これらの取組みを推進するため、本新株予約権により調達される資金は、生産性向上等

を目的とした工場リノベーションのための設備投資資金や、木質バイオマス発電所を中心に、農業や林

業等の地域資源を生かし、新たな産業と雇用を創出する地域循環型社会の実現を目指すグリーンプロ

ジェクトに関する研究開発費や設備投資資金等に充当される予定です。 

 

野村グループは、「Drive Sustainability.」というコンセプトのもと、サステナ

ブルな社会の実現と社会的課題の解決のため、ESG/SDGsに関連する活動

に積極的に取り組んでいます。今後も、SDGsの達成に向けた取組みを推進

する企業をサポートしながら、経済成長と社会の持続的な発展に貢献してい

きます。 

 

※ 本新株予約権と同形式の資金調達手法について、その特徴を踏まえ当社が使用する呼称 

（Flexible Issuer’s Transactionsの略称） 
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